
ご近所でのマッチングアプリ利用に関す

る実態調査 

 
 

調査概要 
 

調査対象 マッチングアプリで近所の出会いを探したことがある男女 

調査期間 2026年2月1日〜2026年2月15日 

調査方法 インターネット調査（クラウドソーシングサイトを利用） 

調査人数 300名 

調査対象者 性
別 

男性150名、女性150名 

調査対象者 年
齢 

18歳〜40代以上 

調査対象者 地
域 

全国 

 
※本調査は当サイト独自調査です。 
 



1. ご近所さんとの出会いに最もおすすめのアプリは？ 

 
 

選択肢 回答数 割合（%） 

Pairs（ペアーズ） 90 30.0% 

With（ウィズ） 75 25.0% 

tapple（タップル） 60 20.0% 

リンクル 36 12.0% 

Tinder（ティンダー） 24 8.0% 

WIPPY（ウィッピー） 15 5.0% 

合計 300 100.0% 

 

解説 

会員数が圧倒的に多いPairs（ペアーズ）や、内面重視で探せるWith（ウィズ）を支持する声が多く
集まりました。 

気軽な出会いに強いtapple（タップル）やリンクルも、ご近所での出会いにおいて一定の支持を得
ています。 

利用目的に応じてアプリを使い分けることが、近所での出会いを成功させるポイントと言えます。 

知名度の高いアプリほど、地方や狭いエリアでも利用者が多く見つかりやすい傾向にあります。 

 



2. アプリでご近所さんを探した方法・機能は何ですか？ 

※複数選択可 

 

選択肢 回答数 割合（%） 

エリアや市区町村での絞り込み 153 34.0% 

位置情報（GPS）での距離検索 126 28.0% 

趣味のタグやコミュニティ機能 90 20.0% 

「今日会いたい」などの即日機能 54 12.0% 

掲示板や募集機能の利用 27 6.0% 

合計 450 100.0% 

 

解説 

都道府県や市区町村での絞り込み検索と、GPSを用いた距離検索を利用する方が過半数を占
める結果となりました。 

細かくエリアを指定できる機能は、近所の人を探す上で非常に重宝されています。 

また、趣味のコミュニティ機能を併用することで、ご近所かつ共通の話題を持った相手を効率よく

探しているユーザーが多いことも分かりました。 

機能の充実度がマッチング率に直結しているようです。 

 

 

 



 

 

3. 近くの人との出会いや利用にかかった月額料金は？ 

 

選択肢 回答数 割合（%） 

完全無料（0円） 126 42.0% 

2,001〜3,000円 66 22.0% 

3,001円以上 54 18.0% 

1,001〜2,000円 36 12.0% 

〜1,000円 18 6.0% 

合計 300 100.0% 

 

解説 

女性会員が基本無料であることや、男性でもミッションクリア等で無料期間を活用するケースが

あるため、「完全無料」が4割以上を占めました。 

一方で、有料プランを利用する男性層は2,000円から4,000円程度の価格帯に分布しており、ア
プリの月額相場を反映した結果となっています。 

無駄な交通費がかからない分、アプリの月額料金に投資をして効率よく近所で探すのも一つの

有効な手段です。 

 

 



 

4. アプリで近所の出会いを探した主な目的は何ですか？ 

※複数選択可 

 

選択肢 回答数 割合（%） 

休日すぐに会える恋人探し 132 33.0% 

気軽な飲み友・ご飯友探し 112 28.0% 

趣味を一緒に楽しめる仲間探し 76 19.0% 

交通費や移動時間を節約したい 44 11.0% 

将来を見据えた真剣な婚活 36 9.0% 

合計 400 100.0% 

 

解説 

「休日すぐに会える恋人探し」や「気軽な飲み友探し」が上位を占め、近所という物理的な距離の

近さを活かして、フットワーク軽く会える関係を求めている人が多いことが伺えます。 

遠距離恋愛を避けたいという心理や、移動の負担を減らしたいという合理的な理由も背景にあり

ます。 

一方で、近所だからこそ将来を見据えた真剣な交際を望む層も一定数存在しており、目的の多

様性が確認できました。 

 



5. 実際に近所（生活圏内）の人と出会えましたか？ 

 

選択肢 回答数 割合（%） 

電車で数駅（生活圏内）で出会えた 120 40.0% 

徒歩や自転車で行ける距離で出会えた 75 25.0% 

近所ではないが同じ県内で出会えた 60 20.0% 

メッセージのみで実際には会えなかった 30 10.0% 

まだ誰とも出会えていない 15 5.0% 

合計 300 100.0% 

 

解説 

電車で数駅の距離や、徒歩・自転車圏内で実際に出会えたと回答した人が全体の65%に達しま
した。 

多くの人が生活圏内でのマッチングに成功しており、ご近所探しにおいてアプリが有効に機能し

ていることが分かります。 

近すぎず遠すぎない「電車で数駅」の距離感が、お互いのプライバシーを守りつつ気軽に会える

ベストな距離として好まれている傾向も読み取れます。 

 

 

 

 

 



6. 近所の人と出会って最も良かった・便利だったことは？ 

 

選択肢 回答数 割合（%） 

仕事帰りや隙間時間にすぐ会えた 96 32.0% 

交通費や移動時間のストレスが無かった 81 27.0% 

地元のローカルな話題で盛り上がれた 57 19.0% 

交際後も無理なくデートが続いている 36 12.0% 

お互いの行きつけの店を紹介し合えた 30 10.0% 

合計 300 100.0% 

 

解説 

仕事帰りなどの隙間時間にサクッと会える点や、移動に関する金銭的・時間的コストがかからな

い点が大きなメリットとして挙げられました。 

また、地元のローカルな話題で初対面の緊張がほぐれやすかったという声もあり、共通点が多い

ことで関係構築がスムーズに進むようです。 

交際に発展した後も、無理なく会い続けられることは長期的な関係を築く上で大きな強みとなって

います。 

 

 

 

 

 



7. 回答者様の年代を教えてください。 

 

選択肢 回答数 割合（%） 

25〜29歳 105 35.0% 

30〜34歳 75 25.0% 

18〜24歳 60 20.0% 

35〜39歳 45 15.0% 

40歳以上 15 5.0% 

合計 300 100.0% 

 

解説 

回答者のボリューム層は20代後半から30代前半でした。 

仕事が忙しくなり、限られたプライベートの時間を有効に使いたいと考える年代が、効率を求めて

近所での出会いをアプリで探している状況が見て取れます。 

また、18〜24歳の若年層も2割を占めており、フットワークの軽さを活かして近所の友人や恋人
探しにアプリを積極的に活用していることが分かりました。 

幅広い年代に利用されています。 
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